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はじめに
幾何学文様を青白磁大磁のモチーフに使うのに当た
り、格子状の枠組を持った方式、グリッドシステムに
よるデザインの考え方を取り入れたいと思った。
それにはただ単に幾何学の形態をシンメ トリー に展
開するのではなく、できるだけ単純な基本型と単純なグリ
ッドのなかで厳密なまで、の法則性を守ったシステムで幾
何学文様が構成できないかと考えてみた。
また、もう 一つの動機は幾何学文様にグリッドシス
テムを使うことによって青白磁のグラデーションの仕
分けが厳密に配置できるのではないかと考えて見た。
この幾何学を基本とする「グリ ッ ドシステムによる
パターン展開」が青白磁の文様に適応するかどうかは
極めて実験的なものであるが、今岡は第一回研究とし
て今後も継続していきたいと考えている 。
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1 . 研究の考えかた
本研究の実験結果は、磁胎に青磁釉を施してその濃
淡の変化を表現のよりどころとする青白磁の大盤、ま
たは陶板に適応させるためのものである 。
そのための制作条件を次のように設定した。
1）基本文様は幾何学図形であること 。
2）図形の展開はシンメトリーの法則を遵守すること。
3）展開の方向性として「四方連続模様」を採用すること。
4）展開の方法としてグリッド・システムを採用すること 。
5）グラデーションとして3-5段階を予め想定すること 。
6）磁器としての効果のための美的アレンジは非システム
にならな範囲とすること。
2 . ユニ ッ トとグリ ッド
グ リ ッド ・ システムによる構成では、まず第一に基
本図形を決定する 。 平面を四方連続模様の幾何学的な
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図4 ベース・パターン
i¥'!15. サブ・パターン
運動によって正則に分割する基本の考え方は平行四辺
形、長方形、正方形、 三角形、菱形、六角形をユニット
にしてつなげた六種類のグリッドである 。 ここでは正三
角形を基本図形とし、グリッドの構成は図1のような逆ピ
ラミッド状の基本ユニッ トとした。
本来のグリッド・システムでは上記の基本ユニソトの
みで展開すべきものである。ところが3〜5段階にもおよ
ぶグラデーションを活かした青白磁の文様に応用するに
は、平面的な分割のみでなく重なりあった表現を求める
ために、純粋なシステム造形に特徴的造形を複合させ、
奥行きと透明J訟を表わすためさらにスポットユニット
(IZl2）を採用した。 このスポットユニットは基本的グリッ
ドシステムの法則性、連続性を破壊する図形ではなく、
基本グ リ ッドの図形法則のなかで結線の非連続性を用い
て個性化をはかり、 青白磁に特徴的な効果を表わすため
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の試みである 。
基本ユニッ トにスポ ッ トユニットを組み入れて構成し
たものがベースグリッド（図3）である 。
パターンはすべてとのベースグリッドのなかで、シス
テムとして厳密に展開しなければならない。
3. パターン
グリッド ・ システムとは一種のモザイク模様であっ
て、同一のユニットがモザイク状に規則的に速なりパター
ンを形成する 。 図3のベースグリッドの構成のなかから
解釈を変化させながら選別を行うと、様々なパターンが
得られる。 ベースグリッドによるユニットの選別はパター
ンを決定することでもある 。
ここでは青白磁の表現を目的としたグラデーションに
適応する4種類のパターンを選別した。制作上の特殊性
を考慮すると実際のパターンの展開は、常に面で行われ
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図6 . リピー卜・パターン
図7 アクセント・パターン
てゆきグ リ ッドの線は各段階においては形に現われてこ
ない。 異なる面と面の境は次のグラデーションに属すの
で、パターンがオーバーラップしたり 、 回転した状態で
はみ出したり窪んだりの移行状態であってはならない。
4 . ベース ・パター ン（図4)
大きいスペースを持った第一主題のパターンがこのベー
ス・ノ fターンである。
正六角形と正三角形との結晶体で交点が4本のグリッ
ド線を有する典型的なモザイク模様である。とりわけこ
のバターンによってベースグリッドから抽出された正六
角形は、後のグラデーションの重なりで現われる第一グ
ラデーションとして土台を形成する役割を担い、テー
マ・パターンとして指導的支配性を演じることとなる 。
しかし正三角形が星形に並ぶ印象は、あとから重なる
サブ・パターン （固めとリピート・パターン（図6）によっ
て弱められ、定型的な形骸化を免れる。
5. サブ ・パタ ー ン（阿5)
サブ・パターンは第二主題として、第一主題のベー
ス・パターンを衛星的存在として補佐し強調する役割が
ある 。
正六角形の中央に第二位のグラデーションとして、基
本ユニッ ト を現出 し、安定感と奥行きを表現する 。 この
基本ユニットの内部の小三角形が次なるパターンを誘導
する重要な役割を帯びている 。 小三角形によるこ菱形状
体は第一グラデーションとしての細部を演出している 。
6 . リ ピ 卜 ・パタ ー ン（図6)
ベース ・ パターンの周辺を切り取ったような台形図形
であり、部分的に繰り返しの役割を演じるところから、
これをリピー 卜 ・パターンと呼ぶ。
台形のモザイク結晶の聞に初めてスポット・ユニット
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図8 合成パターン（図4+5)
図9.合成パターン（図4+5+6)
の形状が現われてくる。
サブ・ パターン （図5）の基本ユニット内部の小三角形
の頂点、を結んだ線が、リピート・パターンのスポット・
ユニットの下側の正三角形と重なる 。 合同な正三角形と
正六角形による正規のベース ・ パターンの下に、大小の
正三角形が交互につながる疑似ベース ・パターンが互い
違いにずれて重なっているとする見方もできる 。 この二
重のグリッドの正三角形の大きさに差があるところが、
以後の構成における前後感のある奥行きの複雑な効果の
出発点になっている 。
この現出の仕方は台JIヲの第三位グラデーシ ョンの空間
部分としての現われ方である。
7. アクセント ・ パターン（図7)
最終のパターンとして、また美的効果の演出を狙った
処理として、必ずしも厳密ではないグ リ ッドシステムの
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図形としてアクセン トの役割をも ったノ fターンである 。
アク セ ント・パターンはスポッ ト ・ユニットの構成から
自然に導き出される図形であると同H寺に、グラデーショ
ンを強調する役割がある 。
8. パタ ーンの合成
4種のパターンのそれぞれのユニットを合成するごと
によってパターンは完成されてゆく 。
パターンを4磁に多様化 したのは、青白磁のグラデー
ションの表現法に適応させるためである。
図8は図4と匡15の組み合わせによる合成パターンであ
る 。 支配的パターンはベース・パターンよりもむしろサ
ブ・パターンの方が顕在化している 。
図8の最も明るい大小の正三角形を、実際の青白磁作
品の第一グラデーションとして初めに制作する 。 制作に
あたってはカットしたマスキングテープを素焼きを経た
。コ
」
図10.合成パターン（図4+5+6+7)
43 
磁器素地の表面に張り付けて、サンドブラスターで余白を
均一に削り込む。 第lグラデーション以外の図形は磁器
素地においてはここでは隠れている。
図9は匡14 、 5、 6の合成パターンである 。 第2グラデー
ションまでがこの段階では作品に削り出され、図6のリ
ピート・パターンの台形図形部分の内部は磁器素地では
形が現われていない。ここでの支配的パターンはスポッ
ト・ユニ ット（図2）の図形が顕著で、ある 。
図10は4種のパターンのすべてを合成した最終仕上が
りのパターンである 。 第4と第5のグラデーシ ョンが追加
され、ユニ ッ トが複雑に重なりあ う効果がはっきり して
きている 。 図版におけるグラデーションの濃淡は青白磁
ではブルーの釉薬の濃淡と等しく、濃い図形部分は彫り
が深く明るい図形は反対に彫りが浅いかもしくはまった
く彫られていない地の高さを意味する 。
ここでは当初に意図したベース ・ パターンはベースら
これを青白磁のパターンデザインに展開しようとする
のはかつて無い極めて実験的な試みであった。 とりわけ
多様なパターンをグラデーションとして多層に組み立て
る構成は非常に魅力的な動機付けであった。
グリッドシステムのパターンを青白磁のための素焼き
素地にデザインどうりに4段階のグラデーションとして、
厳格に正確に削り出す処理はなかなか難しかった。
それ故にグリッドシステムの持つ理性的冷たさが、青白
磁実作の結果からもたらされた制作手法上の甘さや、焼成
の仕上がりによる単一でない深みのあるグラデーションな
どの、思わぬ効果によって新しい造形表現の試みがで、きた
のではないかと思、う 。
青白磁に適応するためのグリッドシステムのパターン
研究は、ほんの絡に出たばかりのところなのでこれから
も継続研究を行いたいと考えている。
しく背景を正六角形として現出している 。 サブ・バター 参考文献
ンは補助的パターンとして正三角形のリピートを強くも 1. H.ステインハウスf数学スナyプ・ショットj紀伊国屋1~1店、
なく弱くもなく、適正に表現している 。 1957 
リピートとア クセン ト のそれぞれのパターンは、基本 2. 梯耕治他編 『パウハウス 1919・1933 1 （図録）セゾン美術館、
ユニットとスポット・ユニッ ト を適切にかつ鮮明に引き 1995 
立てる効果的パターンとして役立っている 。 とりわけス 3. ドリス・シャットシュナイダー 『エッシャー・変容の芸術j El 
ポッ ト・ユニ ットの図形はネガティフ、なハレーシ ョン効 本経済新聞社、 1991
果を生んでいる 。 4. Wichmann Hans:Von Morris bis Memphis.Basel 、 1990
まとめ 5. 『第43回日本伝統工芸展』 （図録）日本伝統工芸実行委員会、
グリッドシステムというのは法則的に結晶体としたー 1996 
種の幾何学的モザイク模様である。
＊グリッドンステムによるパターン展開 久保田 厚子
44 
